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はじめに

Interleukin-1(IL-1)は免疫担当細胞より産

生・分泌され，種々の免疫反応に関与すること

がよく知られています．一方，最近の研究から，

IL-1は免疫調節因子としての作用に加えて，

種々の生理機能調節に関与することが明らかに

されてきています．今回われわれは，IL-lが胃

腸機能調節に関与するか否かを胃ペプシン分泌

を指標に検討を行いました．
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次に，IL-1による胃ペプシン分泌抑制作用の

経時変化を検討しました．図２上段に腹腔内投
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ペプシン分泌に及ぼすIL-1の効果

lL-1のペプシン分泌に及ぼす経時変化

実験には体重約２００９のWistar系雄性ラッ

トを用いました．２４時間絶食させたラットに遺

伝子組み換え型ヒトIL-1βを投与し，幽門結紫

法を用いて胃液を採取し，Ansonらの方法に準

じてペプシン分泌量を測定しました．図１は，

各種濃度のIL-1を投与した際の幽門結紫４時

間後のペプシン分泌量を示しています．白丸で

示したのがIL-1を腹腔内投与した際の成績で

す．横軸はIL-1の量，縦軸はペプシン分泌量を

示しています．IL-1の腹腔内投与によりペプシ

ン分泌は用量依存性に抑制され，1,000,9の用

量で約95％の抑制効果が得られました．

以上の成績から，ペプシン分泌はIL-lの末梢

投与により著明に抑制されることがわかりまし

た．

次に，IL-1のペプシン分泌に及ぼす中枢効果

について検討しました．そのため，ラットの側

脳室内にIL-1を投与し，胃ペプシン分泌量を測

定しました．図１の黒丸で示したのがその成績

です．IL-lの脳室内投与によりペプシン分泌量

は用量依存性に抑制されました．また，その効

果を末梢投与のものと比較すると,約１/100の用

量で同様な効果を発揮することがわかりました．

以上の成績より，IL-1は中枢神経系に作用し

てペプシン分泌を強く抑制することが明らかに

なりました．
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